ひまわりパーク上牟田避難訓練について

〇避難訓練について
　ひまわりパーク上牟田の避難訓練に関しては、年２回の訓練を実施している。
　消防計画に沿い、火災避難訓練を実施。２回の内１回を地震または水害を想定した避難訓練を隔年ごとに実施している。
　また、ひまわりパーク上牟田主催で、同建物内のとむホーム（NPO法人　地域生活サポート倶楽部とむ）に参加を呼びかけ一緒に行っている。
　A型事業においても、冷泉公園や天神中央公園といった現場に適した避難訓練を実施。
冷泉公園については、近隣の指定避難場所の確認などを行っている。
　
〇地域との関係について
　環境として施設の規模の問題等があり、地域の皆様への避難場所として開放することが困難な為、場所の提供はしていない。
また、建物崩壊等の可能性を鑑みて、当事業所以外の備蓄品（飲食等）の管理は難しく保管は行っていない。

〇今後の課題について
　上記の内容については、地域総会や地域役員会を通して、避難場所や情報の確認を随時行っているが、実際に避難会場での周囲への配慮や実態に基づいた支援に関して経験がない。
備蓄品について、ビスケットを保管しているが、利用者の高齢化に伴い利用者に適した非常食の転換を検討している。
　また、実際に簡易トイレの使用方法等を確認し、職員が周知するように機会を設ける必要。
　避難訓練に関しては、避難場所である山王公園へ、地震や水害時を想定した避難経路を歩行による移動経験がない為、移動時間の確認や支援方法を確かめる為に訓練の一環に加えることを検討している。
